
施工前・使用前に必ずお読みください。

お読みになったあとは､いつでも見られる所に必ず保管してください。

取扱施工説明書

安全上のご注意

製品同梱明細 施工例

必ず実行

禁止

910

最大

984

110

100

700

給水
（最大362.5） 排水90

給水40

水栓エルボ

座付エルボ

ナベタッピンビス(4×25)
（×3）

皿タッピンビス(4×25)
（×2）

パッキン・取付ナット
（×2）

カットして
長さ調節可能

709-600-13

646-850-13

493-174

497-056

433-315-25

差込パッキンセット・ナット

差込パッキンセット・ナット固定ナットセット

給水管(300ミリ)

給水フレキ管（500ミリ）

■施工される際に各部材をご確認のうえ、　　

ご使用ください。

露出配管ユニット

施工上のご注意

施工・使用される前に、この「安全上のご注意」を
よくお読みのうえ、正しくご使用ください。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

使用上のご注意

裏面へ続く

(単位mm)

必ず実行していただく「強制」を表します。 してはいけない「禁止」を表します。

●取付ける止水栓等の配管にぐらつきがないことを確認し、必要に応じ配管の支持をしてください。配管の振動により給水フレキ管などに
負荷が加わり、漏水等を起こす恐れがあります。

●給水フレキ管のフレキシブル部の曲げ半径は39mm以上確保し、屈曲を繰り返さないでください。

●用途以外には使用しないでください。
●配管に急激な加重（引っ張る、つかまるなど）をかけないでください。破損および漏水の原因となります。
●給水管にタオルを掛けたり、物などを置かないでください。破損および漏水の原因となります。

＊以下のいずれかが同梱しています。

取付方法　A部で使用 取付方法　B部で使用

取付方法　C部で使用



取付方法

取付後の確認

無断転載・複写を禁ず

M-E0308A

①パッキンを取付ナットにはめ込みます。
②取付ナットを止水栓または水栓エルボに「レンチ」

などでしっかり締付けて固定します。
＊パッキンの入れ忘れにご注意ください。

水栓（別売）

シールテープ

取付ネジ部

止水栓
(別売)

給水フレキ管

ナット

固定ナット

締付けリング

ワッシャ

取付ナット

パッキン

取付ナット

A

A

C

水栓エルボ

ナベタッピンビス
皿タッピンビス

座付エルボ

パッキン

差込パッキン

差込パッキン

スリップパッキン

①給水管・給水フレキ管を座付エルボの奥までしっかり
と差込みます。

②ナットまたは固定ナットを「レンチ」などでしっかりと
締付けます。

＊パッキンなどの順番および入れ忘れにご注意ください。

＊数秒間水を流し、配管内のゴミなどを洗い流してから、止水栓または元栓を閉めて取付作業を行ってください。
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●水と住まいの接点

①水栓(別売)の取付ネジ部に、シールテープを軽く引っ
張りながら矢印の方向に7～8回巻付けます。

②水栓(別売)を矢印の方向にまわしながら、しっかりと取
付けます。

B

A部

B部・C部

必ず実行

●水栓(別売)を水栓エルボに無理にねじ込ま
ないでください。破損する恐れがあります。

●水栓(別売)を取付ける際、逆方向にまわして
ゆるめますと漏水の原因になります。ゆるめ
てしまった場合は、もう一度①からやり直して
ください。

必ず実行

メンテナンスなどで、止水栓を閉め、再び開く場合などには、水栓の吐水量の確認および調整を必ず行ってください。（取付後の確認② )

①止水栓または元栓を開き、各部に漏水がないか確認をします。
漏水が発見された場合は、止水栓または元栓を閉め、漏水する箇所の施工をやり直してください。

②取付状態を確認します。
ガタツキがないか、各部材の取付ビスが十分に締まっているか確認をします。

③水栓の吐水量の確認および調整をします。　
水栓を吐水させ適正な吐水量であるか確認をします。

＊水ハネが激しい場合は、止水栓を絞ってください。

ナット

C

差込パッキン

スリップパッキン

＊差込パッキンセット・ナットの場合
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